
令和3年11月

京浜港湾事務所

工 事 名

工　　期

施工会社

工事内容

●本工事の施工記録

●進捗状況・お知らせ

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業 工事レポート

横浜港新本牧地区岸壁(-18m)(耐震)海上地盤改良工事

令和 3年 3月 9日　～　令和 4年 1月28日

東亜・若築特定建設工事共同企業体

横浜港新本牧地区岸壁(-18m)(耐震)の整備に向けて、海底地盤を改
良します。

① 4月中旬から砂撒船による敷砂工を開始し、4月下旬に完了しました。
② 6月下旬からSCP船によるサンドコンパクションパイル工を開始し、7月中旬に完了しました。
③ 8月初旬からCDM船による深層混合処理杭打設を開始し、24時間体制で現在施工しています。

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業
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本工事

▽工程表

南側
東側

▽（新本牧ふ頭）施工位置図

東京湾

横浜駅
川崎駅

横須賀駅

久里浜駅

▽新本牧ふ頭位置図

工事場所

敷砂工

令和３年４月

締固工（ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ）

令和３年７月

固化工（深層混合処理杭）

令和３年９月

新本牧地区
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施工の流れ
現在

固結工（深層混合処理杭）
海底地盤を以下の方法で改良しています。
①深層混合処理船（CDM船）で、セメント・海
水・混和剤を混ぜてスラリーを作ります。
②CDM船の処理機を海底の支持地盤層まで貫入
します。
③処理機を引抜きながらスラリーを注入・撹拌
して海底の地盤と混合して地盤を改良します。

（貫入しながらスラリーを注入することもあり
ます）

CDM船は、毎日24時間
稼働しています。

固化工概要図

固化工施工状況

CDM船

現場はこんな感じ
です。


